
今月の聖句 

天におられる私たちの父よ 御名
み な

が聖
せい

とされますように。 
マタイによる福音書６：９ 

                      

神様ってお父さんなの？イヤお母さんでもいいんですけど。私達を地上に生み出して

くださった方というイミで便宜上「父」にして来た気もします。「聖」は仏教でも高野

の聖
ひじり

や親鸞聖人
しょうにん

という名前に使われていますよね。俗世、地上の価値を離れてヒトが

踏み入られない性質がキヨイと区別される。神様がキヨイのは何だか解る。でも名前が

キヨイってどういうこと？それは、皆様ご存知モーセの出エジプトに遡ります。シナイ

山の頂上で、モーセは十箇条の戒律を神様からもらいます。紙があったとしてもパピル

スの時代ですから、荒れ野を旅するモーセ達にそんな贅沢品が用意出来る筈もなく、石

の板に刻みつけます。それならパピルスにインクよりずっと消えにくいから（…ですが、

モーセは自分が引き連れている民に腹を立てて一度バーンッ!!!と割ってしまい、もう

一回作り直しています。）でしょう。中の一箇条が、無闇に神様を声に出して呼んでは

いけない、と禁止していました。イエス様が生まれるずーっと前のモーセ達ユダヤ教徒

はそれを実に固く守りました。昔日本の武士には忌み名という、呼んではいけない名前

が一つ余計に付けられていましたが、神様のヤハウェという名もそれはそれは大切にさ

れ、滅多やたらと口にすべきではない、ダメだ、呼ぶな、冒涜だ！と謹みが過ぎて、神

様の名前の読み方がとうとう分からなくなってしまっていたそうです。…何だか、大切

なあまりにダメダメここ一番ってトキまでは、って箪笥に仕舞いっ放しになる宝飾品や

着物に似ています。使わないのが一番勿体無いんじゃないの？ヘブライ語の学者さん達

が一生懸命研究して、どうやらこんな発音だった、とたどり着いたのが[ヤハウェ]だと

か。ヘブライというアラビアに近い地域では、名前は事物ソノモノです。新聞社にサン

タクロースっているんですか？という手紙が子どもから届いたりはしません。神様を呼

ぶのにヒトが使うカミサマという名詞は…神様のイミなどと言うと聖書学者さんから

怒られるでしょうか。すべてが中心でありすべてが尊い神様を直に指しているのではな

いか。だから愛である神様が、光である神様が、そうではない他のモノ――私達が単純

にスキとか気に入っているとかで有り難がる程度の価値――と同じに扱われませんよ

うに。神様はヒトの思いを越えた賢いワザをなさるのだから…。嬉しい出来事への感謝

を表して祈るのも簡単ではありませんが、イヤな目に遭って悲しく祈るのも心が消耗さ

れます。＜私が自分勝手なのですか？相手の人に他人への想像力が不足しているせいで

すか？＞すぐには答えていただけない。でも神様は御覧になっています。キヨイ眼差し

を受けている私達は、どんな状況でも生きようとするでしょう。ですから私達は<主の

祈り>で始めに呼び掛けるのです。 
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